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中国グリーン燃料の実態 
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１．はじめに 

2026年8月5日、中国国家エネルギー局は、

中国初のグリーン燃料分野を俯瞰する公式報告

書『中国グリーン燃料発展報告（2026）』（以下、

報告書）を公表した。グリーンメタノール、グリ

ーンアンモニア、グリーン航空燃料（SAF等）、

バイオエタノール、バイオディーゼル、バイオ天

然ガスの6品目について、世界の構図、中国の現

状と発展動向を整理している。 

興味深い点として、グリーン水素は独立した統

計品目ではなく、メタノール・アンモニアの原料

として扱われており、この統計上の位置づけは政

策の重点を読み解くうえで重要なシグナルとなっている。まず技術ルートの方向性としては、グリーン

電力から水素を製造し、液体燃料に合成して利用するルートが重視されており、気体水素に残る製造・輸

送・貯蔵の課題に対し、液体燃料は既存インフラを活用できることから、政策は水素生産量そのものより

非電力分野での燃料転換を志向している。また、統計対象 6 品目がいずれも計量・取引可能な商品であ

ることから、政策は単なる生産能力の拡大ではなく、取引可能な市場の育成を優先していると見ること

ができる。さらに、水素エネルギー産業発展中長期計画が工業原料・交通分野での水素直接利用を担う 
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◇本稿は、中国国家エネルギー局が発表した『中国グリーン燃料発展報告（2026）』に基づき、まず同

報告書がグリーン水素を独立品目として扱わない背景を分析したうえで、中国グリーン燃料の「実

態」「需給のギャップ」「制約要因」「実施確度の高い施策」「対日示唆」の5つの視点から読み解く。 

◇核心的な見解は次の通り。中国はグリーンメタノールやグリーンアンモニアなど新興分野で世界有

数の既設生産能力を有する一方、中国全体のグリーン燃料の既設生産能力は約800万トン（石油換

算）にとどまる。産業は「規模拡大」の段階から「質的基盤の強化」段階へ移行しつつあり、今後2

年間は過大な計画の選別・見直しが進む可能性が高い。この調整期こそ、日本のエネルギー企業にと

って今後2～3年の戦略的な検討・参入機会となる。 
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